
令和8年3月1日(第484号)

社会福祉法人須坂市社会福祉協議会

つ高Cくれ 22ろちゃれ

P2 ・2025年度目け合い推進大会

P3 ・音楽療法体験講座
「身寄り問題を考えるj研修会

P4 ・炊き出し研究会開催!

P5 ・令和8年度ポランティア保険のご案内
・将棋倶楽部送迎ボランティア募集

P6 ・赤い羽根共同募金御礼

P7 ・信州古民家再生コトコ卜応援

P8 ・おじいちゃんおばあちゃんの料理教室
-社協l情報掲示板

角田正雄書
春木町)

『聞けて IJと言える地域つ.くり 1
2025年度「聞け合い推進大会jを開催、約250
人が参加。 rディスコダンスクラブJIこよるオープ
二ング、 「表彰式JIこ続き、一般社団法人えんがお
代表理事の漬野将行氏|こよる「講演会jが行われま
しだ。

「大人が『回けて!]と言わないから、子どもも
言えなくなっています。まずは大人から困つ左人|こ
どんどん声をかける『変な人]Iこなって、 『誰か聞
けて!]と言ってみませんか?J
〔講演会漬野将行氏 I“ごちゃまぜ"で人と人が
つながる地域づくりjより〕

グ 社協雌会福祉法第109条に規定された地域福祉を推進する加す
社協が実施する様々な福祉事業は、皆さまからの社協会費と共同募金が主な財源です。

再生紙を利用しています。
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音楽療法体験講座ρ2月6日(金)10:00----12:00

uミュージックセラピ 11

~音楽と健康の関係を知ろう~
をイ本験:しました!

rnusic therapy 

.t講師
IE本美恵平さん

新潟県出身、長野市在住。
音楽と福祉に興昧があり、
音楽療法土を目指す。

介護士や専門学校教員を経
て、音楽療法士として活動
モットーは参加者の想いや
笑顔を大切に活動すること

.....司"
成年後見研修会報告

54名の皆さまにご参加いただき、音楽療〉
の基礎知識を学ぶだ、けでなく、実際に体を動
かし、楽器に触れる体験もあり「音楽の力」を
肌で感じる、笑顔あふれる2時間となりまし
た

r365歩のマーチ」でリズム体操
歌いながら手足を動かすことで、自然と心も体
もポカポ力に。

トーンチャイムの合奏
楽譜が読めなくても大丈夫。全員でー音ずつ響き
を重ね、美しいハーモ二ーが生まれた瞬間は、会
場が一体感に包まれました。

心に響く映像
緩和ケアの現場で音楽が寄り添う様子を視聴し、
人生の最期まで豊かにしてくれる音楽の深い力
に、涙ぐむ参加者の方もいらっしゃいました。

.姐"'.....~ー-.
身寄り問題老考える

2月12日同シルキーホールにて ~誰もが地域で、安心して最期まで、暮らすために~

当日は、長野県社会福祉士会の身寄り問題推進プロジ、工

クト員の宮崎摂子氏を講師|こ招き、病院相談員、施設職員、

住民、行政職員等56名の参加者と研修会を行いましだ。
近所|こ兄弟いても高齢の場合や子どもがいても遠方の場

合はいざという時|こ支援ができないと身寄りがいない人と

同じ困りごとが想定され、誰もが『身寄りがない人]Iこな
る可能性があることや、他市町村では『身寄りがない人』

を支援するガイドラインがあることを学びました。

|身寄りがないことは本人の責任ではなく、身寄りのない人を平等に受け入れられない社会の問題 I

3 

。「身寄りがない人」とは

(1 )家族親族がいない(2)家族親族がいても連絡がつ

かない人(3)家族親族がいても支援を受けられない人

。「身寄りがない人」にとって想定される困りごと

(1 )金銭や財産管理 (2)医療方針の決定 (3)死後

対応 (4)緊急連絡先 (5)賠償補償 (6)入院入所

の準備 (7)退院退所の準備 (8)暮らしの困りごと

や支え(役所手続、通院付添、生活相談、身元保証人など)

~参加の声~

治療方針で家族の立会いを求めら

日 れて困りました。

《 高齢で頼れる親族がいない方が増え

幽 ています、本人も支援者も不安です。

《 須高地域でも、支援ガイドライン

の作成を期待します。



高甫保育園にτ
し

~ 

を行いました!

炊いている聞は、日歩長野県支部の

堀込講師と「ぼうさいまちがいさがしJ
℃地震が起きた時はどう行動したう
いいかみんなて‘考えました。
ご飯が炊けたう給食のカレーと一緒
に食べました!みんなで協力して作っ
たご飯はおいしいですねい)
参加した皆さん、お疲れ様でした!

仰、~

ハイゼックス(耐熱凋ポリ~を使
い、お米と水を袋に入れてご飯を放く

準備を進めます。袋を縛ったう薪て火

を起こしたお釜に投入!

「お凪目に入っているみたい!Jと
興味津々な予供たちです!

でl

当日は、須坂市赤十字奉仕団の皆さんを講師に招き、耐熱用ポリ袋を使、、ご飯と
カレーや野菜スープを作りました。参加者かう「袋でご飯が炊けるなんて驚いた!J 
「器も汚れないし便利!Jなと、の感想が出ました!

みなさんもポリ袋νシピにチャ νンジしてみませんか?
炊き出しに興味がある方や、ポリ袋νシピが気になる方は須坂市社会福祉協議会
(026-214-2994)までご連絡ください。
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ふくしの保険

ボランテイアの皆さまや社会福祉施設・事業者さま向けの

スケールメリットを生かした団体保険制度です。

令和8年度ボランティア保険
~新規加入・更新のご案内~

「安心」ボ=ラン子ィア活動小

皆さんの温かい活動を、万が一の事故から守るのが

「ボランティア保険Jです。「活動中に転んで、ケガをしてしまったJr誤って他人の物を壊してしまったJ…… 
そんな“もしも"に備えて、新年度も忘れずに手続きを行いましょう o

保険のポイン卜/活動中の自身のケガを補償、他人にケガをさせたり、物を壊したりした際の賠償責任を補償

送迎サービス補償

移送・送迎サービスに

おいて、利用者や運転

者のケガを補償

福祉サービス総合保険

在宅福祉や地域福祉など、

各種福祉サービスにおける、

活動従事者のケガや賠償責

任を補償

ボランティア行事用保険

行事における、主催者や参加者

のケガや主催者の賠償事故を

補償

ボランティア活動保険

ボランティア活動中の、ご自身

のケガや賠償事故を補償

お問い合わせ・受付窓口

須坂市社会福祉協議会助け合い起こし推進係

電話:026-214-2994:平日 8:30......17:15
場所:須坂市春木町476-1

地域福祉活動やボランティア活

動の一環として行う各種行事に

おける様々な事故に対する備え

としての保険制度

-加入日翌日~

令和9年3月31日まで補償

-基本プラン 350円

-天災・地震補償プラン 500円
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官ォ柔カ¥ら¥， (-=-t~\ ¥ ， (-=-募金は、誌がめ安勝、いな々 れ 1ま可。

力ッタ力タ祭り止総勢88名、障がいの
ある人もない人も、ボランテイアさんも、
みんなで踊れてすっごく楽しかっ左です!

週 1 回の安J~\コールは、電話越しでの会話。
年 1回の利用者会で[やっとこ会え左わぁ。
嬉しいリと楽しい時聞を共有できまし左!

ZmJ 
ロ・0

:命TIJ17))串吉
4包。ヲ~~

約1，500名の参加者と賑やか|こ開催し左
福祉のお祭り、ふれあい広場止
着ぐるみと一緒に募金活動しまし左!

みなさん|こご協力いだだいだ赤い羽根共同募金は、須坂市内の様々な福祉活動(高齢者福

祉、市内福祉施設・私立保育園備品整備、市内学校の福祉教育、各町・各支部への回成など)

及び日本各地の災害支援!こ活用させていだだいております。

上の写真は、実際|こ赤い羽根共同募金が活用されだ事業の一部です。

今後とも、皆様からのあだだかいお気持ちを須坂市で有効|こ活用で 口 I ¥UI) 
問う悶みますので、赤い羽根共同募金へのご理解とご協加どう (白星思=
ぞよろしくお願いいだします。 ~~'~ 広三

る
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赤い羽根共同募金でコトコトの応援お願いします!
※法人様は全額損金扱い、個人の場合は所得税、住民税が控除の対象となります!

代表井上さんからみなさまヘ

町の中にある「若者の居場所」とは若者を“支援する施設"である以前に“地域と若者

を再びつなぎ直すための場"です。今ここにいる若者たちは、数年後にはこの街で働

き、暮らし、次の世代を育てる存在になります。だからこそ、私たちが

今行っている活動は、その次世代を担うであろう若者たちと地域が、

未来を一緒につくるための「入口」だと考えています。ぜひ須坂市

としても、次世代を担う若者と一緒に、未来を作っていけるように、

皆様のお力添えよろしくお願いいたします!

一般社団法人

信州盲民家再生プロジェクト

信州古民家再生プロジェクトとは7

2021年12月より須坂市を拠点、

に、若者世代の居場所づくり、

若者世代と地域との交流機会

創出を目指し、高校生有志団

体レッツトライプロジェク

卜と共に「高校生の居場所

coto2J r地域交流拠点、AileJ
の運営を担ってきました。

2025年8月からは10代若者の

心の拠り所「須坂ユースセン

ター」を開設。

施設ウェフ‘サイトQR 、

A高校生の 企須坂
居場所coto2 ユースセンター

お問い合わせ情報

須坂市大字須坂1457番地9

ft090-5315-2166 
図 inoue.suzaka@gmail.com 

募金・寄付はこちらから

現金・銀行臨丞・クレジット・

コンビニ支払い・paypay・ペ
イジ一対応。現金の場合は車接

社協までお持ちください。

それ以外は回揖描諸国
右記QRよ

りお手続く

ださい。



おり~)τゃん・a1fまあτゃんの料理教室

ご夫婦、お友達と一緒に参加しませんか?

一人暮らしの方にも大変好評です!

お手伝いいただけるボラシ芽昨穿さEんも募集中です!
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ポ弓シティア・市民爽縮相究集会

韓嚇捌l参加費蜘事前中糊
3同14日也) IO:OO~12:00 
生涯学習台シタ-3階ホール

問合せ

(蓑付開始9:30-)

講師 小林正孝氏(須塚市柄〉ティア連絡協総会長)

「無理なくできる災害への備え

~現場経験から伝えたいこと"""J

料理を通じて、交流のできるサロンです。料理実習では、栄養士の先生ご指導のもと楽しく
学び、会員同士レクリエーションも楽しみながら交流をしています。生きがいのある充実した
生活を一緒に送りませんか。

9、 匂 01全θ〆
@式}凶グ
(海豹何¥!J

初回 5月12日(火) 10時~ ※基本は第2火曜日が活動日です。
須坂市生涯学習センター 2階 20Q料理実習室
前期3回 2， 500円、後期3回 2， 500円
どなたでもご参加いただけ、簡単で美味しい料理が学べます。

栄養ノミランス、塩分を控えた献立、デザー卜など!

料理の腕前をあげるチャンスです!

藤津ひろ子 (026-246-35QO)・社協 (026-214-2QQ4)

廊申し込御跡
祉協(026-
214-2994) 
手記陪

コ干弓抱''?→

福祉施.~出庖・販売があ'1..'
当日巴くさんa買い物奄しτ、爽篇しZ行e.せんか?

OJAながの須坂支所様 食品多数
… 1 月 15 日 ~2 月 14日受付分です…

rw:・・・・・
:あたたかなご厚志に感謝いたします:
む ・.. 

力ラーの広報は
社協ホームページ、を
ぜひご葺ください

子ども服リユース

⑮H8e 3月24日(火)
4月16日(木)・28日(火)
10:00......14:00 回目E回
社協2階オンライン予約制自明耳~
固旧越家駐車場 骨骨相当E

お問合せ 026-214-2994回占有帯

にこにこいつ/サロン
3月24日(火) 13:30......15:00 
社協2階参加費100円 。冶
お楽しみ会 ・J-.-
ビンゴゲーム、輪投げ、トランプなど

@…須坂 間 026-248-9977
日常生活の悩み・法律に関する心配こ、と無料相談

①生活の自立を目指す方のための就労相談など
相談会場 相談日 相談時間

(須坂市ま社い会さ福ぽ祉須協議坂会2階) 月曜日~金曜日 午前9時~午後5時

②弁護士による法律に関する相談(完全予約制)
相談会場 相談日 相談時間

須坂市(中生県涯学習センター 12日(木)・26日(木) 午後1時---4時
央地域公民館) お一人20分以内

8 

:ご意見躍をお寄せ下机宮伽


